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◎
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
及
び
薬
事
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
表 

○
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
 

 

正 
 

 

案 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 
 

 
 

 
 

行 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

（
麻
薬
取
締
官
及
び
麻
薬
取
締
員
） 

第
五
十
四
条 

〔
略
〕 

２
～
４ 

〔
略
〕 

５ 

麻
薬
取
締
官
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
麻
薬
取
締
員
は
、

都
道
府
県
知
事
の
指
揮
監
督
を
受
け
て
、
こ
の
法
律
、
大
麻
取
締
法
、
あ
へ
ん

法
、
覚
せ
い
、
、
剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
若
し
く
は

国
際
的
な
協
力
の
下
に
規
制
薬
物
に
係
る
不
正
行
為
を
助
長
す
る
行
為
等
の

防
止
を
図
る
た
め
の
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
四
号
）
に
違
反
す
る
罪
若
し
く
は
薬
事
法
に
違
反

す
る
罪
（
同
法
第
八
十
三
条
の
九
、
第
八
十
四
条
第
十
九
号
（
第
七
十
六
条
の

七
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
十
号
、
第

八
十
五
条
第
七
号
、
第
八
十
六
条
第
一
項
第
十
九
号
並
び
に
第
八
十
七
条
第
九

号
（
第
七
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
一

号
並
び
に
第
九
十
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
罪
に
限

る
。
）
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
編
第
十
四
章
に
定
め

る
罪
又
は
麻
薬
、
あ
へ
ん
若
し
く
は
覚
醒
剤
の
中
毒
に
よ
り
犯
さ
れ
た
罪
に
つ

い
て
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
る

司
法
警
察
員
と
し
て
職
務
を
行
う
。 

（
麻
薬
取
締
官
及
び
麻
薬
取
締
員
） 

第
五
十
四
条 

〔
略
〕 

２
～
４ 

〔
略
〕 

５ 

麻
薬
取
締
官
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
麻
薬
取
締
員
は
、

都
道
府
県
知
事
の
指
揮
監
督
を
受
け
て
、
こ
の
法
律
、
大
麻
取
締
法
、
あ
へ
ん

法
、
覚
せ
い
、
、
剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
若
し
く
は

国
際
的
な
協
力
の
下
に
規
制
薬
物
に
係
る
不
正
行
為
を
助
長
す
る
行
為
等
の

防
止
を
図
る
た
め
の
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
四
号
）
に
違
反
す
る
罪
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法

律
第
四
十
五
号
）
第
二
編
第
十
四
章
に
定
め
る
罪
又
は
麻
薬
、
あ
へ
ん
若
し
く

は
覚
せ
い
剤
の
中
毒
に
よ
り
犯
さ
れ
た
罪
に
つ
い
て
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
る
司
法
警
察
員
と
し
て
職
務
を
行

う
。 
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６
～
８ 

〔
略
〕 

６
～
８ 

〔
略
〕 
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○
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
 

 

正 
 

 

案 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 
 

 
 

 
 

行 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

（
立
入
検
査
等
） 

第
七
十
六
条
の
八 
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
章
の
規
定
を

施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
薬
物
若
し
く
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
物
品
を
貯
蔵
し
、
若
し

く
は
陳
列
し
て
い
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
物
を
製
造
し
、
輸
入
し
、
販
売
し
、
授

与
し
、
貯
蔵
し
、
若
し
く
は
陳
列
し
た
者
に
対
し
て
、
必
要
な
報
告
を
さ
せ
、

又
は
当
該
職
員
に
、
こ
れ
ら
の
者
の
店
舗
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、

帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
指

定
薬
物
若
し
く
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
物
品
を
、
試
験
の
た
め
必
要
な
最
少
分
量

に
限
り
、
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
、
質
問
及
び
収
去
に
つ
い
て
は
第
六
十
九
条

第
六
項
の
規
定
を
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
は
同
条
第
七
項
の
規

定
を
準
用
す
る
。 

 

（
麻
薬
取
締
官
及
び
麻
薬
取
締
員
に
よ
る
職
権
の
行
使
） 

第
七
十
六
条
の
九 

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
十
六
条
の
七

第
二
項
又
は
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
職
員
の
職
権
を
麻
薬
取
締
官
又

は
麻
薬
取
締
員
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
立
入
検
査
等
） 

第
七
十
六
条
の
八 

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
薬
物
又
は
そ

の
疑
い
が
あ
る
物
品
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
、
前
二
条
の
規
定
の
施
行
に

必
要
な
限
度
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
物
を

貯
蔵
し
、
若
し
く
は
陳
列
し
て
い
る
者
又
は
製
造
し
、
輸
入
し
、
販
売
し
、
授

与
し
、
貯
蔵
し
、
若
し
く
は
陳
列
し
た
者
に
対
し
て
、
必
要
な
報
告
を
さ
せ
、

又
は
当
該
職
員
に
、
こ
れ
ら
の
者
の
店
舗
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、

帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
及
び
質
問
に
つ
い
て
は
第
六
十
九
条
第
六

項
の
規
定
を
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
は
同
条
第
七
項
の
規
定
を

準
用
す
る
。 

  
〔
新
設
〕 
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（
動
物
用
医
薬
品
等
） 

第
八
十
三
条 

医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器
（
治
験
の
対
象
と
さ
れ
る

薬
物
又
は
機
械
器
具
等
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律
（
第
二
条
第

十
四
項
、
第
九
条
の
二
、
第
三
十
六
条
の
六
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
六
条
の
四
、
第
七
十
六
条
の
六
、
第
七

十
六
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
六
条
の
八
第
一
項
、
第
七
十
六
条

の
九
、
第
七
十
七
条
、
第
八
十
一
条
の
四
、
次
項
並
び
に
第
八
十
三
条
の
四
第

三
項
（
第
八
十
三
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除

く
。
）
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
大
臣
」
と
、
「
厚
生

労
働
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
省
令
」
と
、
第
二
条
第
五
項
か
ら
第
七

項
ま
で
の
規
定
中
「
人
」
と
あ
る
の
は
「
動
物
」
と
、
第
四
条
第
一
項
中
「
都

道
府
県
知
事
（
そ
の
所
在
地
が
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）

第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い

う
。
）
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
第

七
条
第
三
項
及
び
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知

事
」
と
、
第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
医
療
を
受
け
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
獣
医

療
を
受
け
る
動
物
の
飼
育
者
」
と
、
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
ロ
中
「
又
は
」

と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
「
認
め
ら
れ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
認
め

ら
れ
る
と
き
、
又
は
申
請
に
係
る
医
薬
品
が
、
そ
の
申
請
に
係
る
使
用
方
法
に

従
い
使
用
さ
れ
る
場
合
に
、
当
該
医
薬
品
が
有
す
る
対
象
動
物
（
牛
、
豚
そ
の

他
の
食
用
に
供
さ
れ
る
動
物
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
の
残
留
性
（
医
薬
品
の
使
用
に
伴
い
そ
の
医
薬
品
の

（
動
物
用
医
薬
品
等
） 

第
八
十
三
条 

医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
医
療
機
器
（
治
験
の
対
象
と
さ
れ
る

薬
物
又
は
機
械
器
具
等
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
律
（
第
二
条
第

十
四
項
、
第
九
条
の
二
、
第
三
十
六
条
の
六
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
六
条
の
四
、
第
七
十
六
条
の
六
、
第
七

十
六
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
六
条
の
八
第
一
項
、
第
七
十
七
条
、

第
八
十
一
条
の
四
、
次
項
並
び
に
第
八
十
三
条
の
四
第
三
項
（
第
八
十
三
条
の

五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
除
く
。
）
中
「
厚
生
労
働

大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
大
臣
」
と
、
「
厚
生
労
働
省
令
」
と
あ
る
の

は
「
農
林
水
産
省
令
」
と
、
第
二
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
中
「
人
」

と
あ
る
の
は
「
動
物
」
と
、
第
四
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
所
在

地
が
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
政
令

で
定
め
る
市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。
）
又
は
特
別
区
の

区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
第
七
条
第
三
項
及
び
第
十

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
八
条
の
二

第
一
項
中
「
医
療
を
受
け
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
獣
医
療
を
受
け
る
動
物
の
飼

育
者
」
と
、
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
ロ
中
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く

は
」
と
、
「
認
め
ら
れ
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
認
め
ら
れ
る
と
き
、
又
は
申

請
に
係
る
医
薬
品
が
、
そ
の
申
請
に
係
る
使
用
方
法
に
従
い
使
用
さ
れ
る
場
合

に
、
当
該
医
薬
品
が
有
す
る
対
象
動
物
（
牛
、
豚
そ
の
他
の
食
用
に
供
さ
れ
る

動
物
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い

て
の
残
留
性
（
医
薬
品
の
使
用
に
伴
い
そ
の
医
薬
品
の
成
分
で
あ
る
物
質
（
そ
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成
分
で
あ
る
物
質
（
そ
の
物
質
が
化
学
的
に
変
化
し
て
生
成
し
た
物
質
を
含

む
。
）
が
動
物
に
残
留
す
る
性
質
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
程
度
か
ら
み
て
、

そ
の
使
用
に
係
る
対
象
動
物
の
肉
、
乳
そ
の
他
の
食
用
に
供
さ
れ
る
生
産
物
で

人
の
健
康
を
損
な
う
も
の
が
生
産
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
医
薬

品
と
し
て
使
用
価
値
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
医

療
上
」
と
あ
る
の
は
「
獣
医
療
上
」
と
、
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
国

民
の
生
命
及
び
健
康
」
と
あ
る
の
は
「
動
物
の
生
産
又
は
健
康
の
維
持
」
と
、

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
開
設
者
が
当
該
薬
局
に
お
け

る
設
備
及
び
器
具
を
も
つ
て
医
薬
品
を
製
造
し
、
そ
の
医
薬
品
を
当
該
薬
局
に

お
い
て
販
売
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す

る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
次
項
、

第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
二
条
第
三
項
及
び
第
七
十
五
条

第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
二
十

五
条
第
一
号
中
「
一
般
用
医
薬
品
（
医
薬
品
の
う
ち
、
そ
の
効
能
及
び
効
果
に

お
い
て
人
体
に
対
す
る
作
用
が
著
し
く
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
薬
剤
師
そ
の
他

の
医
薬
関
係
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
く
需
要
者
の
選
択
に
よ
り
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
医
薬
品
」
と
、
同
条
第
二
号
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
六
条
の
五
（
見

出
し
を
含
む
。
）
、
第
三
十
六
条
の
六
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
五
十
七

条
の
二
第
二
項
中
「
一
般
用
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
」
と
、
第
二
十

六
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
（
そ
の
店
舗
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す

る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
第
二

十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、

の
物
質
が
化
学
的
に
変
化
し
て
生
成
し
た
物
質
を
含
む
。
）
が
動
物
に
残
留
す

る
性
質
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
程
度
か
ら
み
て
、
そ
の
使
用
に
係
る
対
象

動
物
の
肉
、
乳
そ
の
他
の
食
用
に
供
さ
れ
る
生
産
物
で
人
の
健
康
を
損
な
う
も

の
が
生
産
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
医
薬
品
と
し
て
使
用
価
値
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」
と
、
同
条
第
七
項
中
「
医
療
上
」
と
あ
る
の
は
「
獣

医
療
上
」
と
、
第
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
国
民
の
生
命
及
び
健
康
」

と
あ
る
の
は
「
動
物
の
生
産
又
は
健
康
の
維
持
」
と
、
第
二
十
一
条
第
一
項
中

「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
開
設
者
が
当
該
薬
局
に
お
け
る
設
備
及
び
器
具
を
も

つ
て
医
薬
品
を
製
造
し
、
そ
の
医
薬
品
を
当
該
薬
局
に
お
い
て
販
売
す
る
場
合

で
あ
つ
て
、
当
該
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区

域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
次
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
、

第
七
十
一
条
、
第
七
十
二
条
第
三
項
及
び
第
七
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
一

般
用
医
薬
品
（
医
薬
品
の
う
ち
、
そ
の
効
能
及
び
効
果
に
お
い
て
人
体
に
対
す

る
作
用
が
著
し
く
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
薬
剤
師
そ
の
他
の
医
薬
関
係
者
か
ら

提
供
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
く
需
要
者
の
選
択
に
よ
り
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
」

と
、
同
条
第
二
号
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
六
条
の
五
（
見
出
し
を
含
む
。
）
、

第
三
十
六
条
の
六
第
三
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
中

「
一
般
用
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
都

道
府
県
知
事
（
そ
の
店
舗
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の

区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
第
二
十
八
条
第
三
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
三
十
六
条
の
四
第



  

- 6 -  - 6 -  

第
三
十
六
条
の
四
第
一
項
中
「
一
般
用
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
大

臣
が
指
定
す
る
医
薬
品
（
以
下
「
指
定
医
薬
品
」
と
い
う
。
）
以
外
の
医
薬
品
」

と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
十
六
条
の
五
第
二
号
中
「
第
二
類
医
薬
品
及
び
第

三
類
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
医
薬
品
以
外
の
医
薬
品
」
と
、
同
条
第
一

号
中
「
第
一
類
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
医
薬
品
」
と
、
第
三
十
六
条
の

六
第
二
項
中
「
第
二
類
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
」
と
、
第
三
十
八
条

中
「
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ

る
の
は
、
「
都
道
府
県
知
事
（
店
舗
販
売
業
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
店
舗
の
所
在

地
が
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区

の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。
」
と
あ
る
の
は
「
準
用
す
る
。
」
と
、
第
四
十
九
条
の
見
出
し
中
「
処

方
せ
ん
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
要
指
示
医
薬
品
」
と
、
同
条
第
一
項
及
び
第

二
項
中
「
処
方
せ
ん
の
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
処
方
せ
ん
の
交
付
又
は
指
示
」

と
、
第
五
十
条
第
六
号
中
「
一
般
用
医
薬
品
に
あ
つ
て
は
、
第
三
十
六
条
の
三

第
一
項
に
規
定
す
る
区
分
ご
と
に
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
医
薬
品
に
あ
つ
て
は
」

と
、
同
条
第
十
号
中
「
医
師
等
の
処
方
せ
ん
」
と
あ
る
の
は
「
獣
医
師
等
の
処

方
せ
ん
・
指
示
」
と
、
同
条
第
十
一
号
及
び
第
五
十
九
条
第
九
号
中
「
人
体
」

と
あ
る
の
は
「
動
物
の
身
体
」
と
、
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
第
一
類
医

薬
品
、
第
二
類
医
薬
品
又
は
第
三
類
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
医
薬
品
又

は
そ
れ
以
外
の
医
薬
品
」
と
、
第
六
十
九
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
（
薬

局
又
は
店
舗
販
売
業
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
薬
局
又
は
店
舗
の
所
在
地
が
保
健
所

を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区

長
。
第
七
十
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条
第
四
項
、
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
、

一
項
中
「
一
般
用
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
医
薬

品
（
以
下
「
指
定
医
薬
品
」
と
い
う
。
）
以
外
の
医
薬
品
」
と
、
同
条
第
二
項

及
び
第
三
十
六
条
の
五
第
二
号
中
「
第
二
類
医
薬
品
及
び
第
三
類
医
薬
品
」
と

あ
る
の
は
「
指
定
医
薬
品
以
外
の
医
薬
品
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
一
類
医

薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
医
薬
品
」
と
、
第
三
十
六
条
の
六
第
二
項
中
「
第

二
類
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
」
と
、
第
三
十
八
条
中
「
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道

府
県
知
事
（
店
舗
販
売
業
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
店
舗
の
所
在
地
が
第
二
十
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
」
と
あ

る
の
は
「
準
用
す
る
。
」
と
、
第
四
十
九
条
の
見
出
し
中
「
処
方
せ
ん
医
薬
品
」

と
あ
る
の
は
「
要
指
示
医
薬
品
」
と
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
処
方
せ

ん
の
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
処
方
せ
ん
の
交
付
又
は
指
示
」
と
、
第
五
十
条
第

六
号
中
「
一
般
用
医
薬
品
に
あ
つ
て
は
、
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す

る
区
分
ご
と
に
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
医
薬
品
に
あ
つ
て
は
」
と
、
同
条
第
十

号
中
「
医
師
等
の
処
方
せ
ん
」
と
あ
る
の
は
「
獣
医
師
等
の
処
方
せ
ん
・
指
示
」

と
、
同
条
第
十
一
号
及
び
第
五
十
九
条
第
九
号
中
「
人
体
」
と
あ
る
の
は
「
動

物
の
身
体
」
と
、
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
第
一
類
医
薬
品
、
第
二
類
医

薬
品
又
は
第
三
類
医
薬
品
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
医
薬
品
又
は
そ
れ
以
外
の
医

薬
品
」
と
、
第
六
十
九
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
（
薬
局
又
は
店
舗
販
売

業
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
薬
局
又
は
店
舗
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又

は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
第
七
十
条
第

一
項
、
第
七
十
二
条
第
四
項
、
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
四
、
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第
七
十
二
条
の
四
、
第
七
十
三
条
、
第
七
十
五
条
第
一
項
、
第
七
十
六
条
及
び

第
八
十
一
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、

第
六
十
九
条
第
四
項
及
び
第
七
十
条
第
二
項
中
「
、
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所

を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
都
道
府
県

知
事
」
と
、
第
七
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
、
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設

置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」

と
、
「
、
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
」
と
あ
る
の
は
「
又

は
都
道
府
県
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

〔
略
〕 

 

第
八
十
七
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。 

一
～
八 

〔
略
〕 

九 

第
六
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
十
六
条
の
八
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
第
六
十

九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
立
入
検
査
（
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行

う
も
の
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
六
十
九
条
第
四
項
若
し
く
は
第
七
十
六
条

の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
収
去
（
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
機
構
が
行
う
も
の
を
含
む
。
）
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又

は
第
六
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
十
六
条
の
八
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
（
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構

が
行
う
も
の
を
含
む
。
）
に
対
し
て
、
正
当
な
理
由
な
し
に
答
弁
せ
ず
、
若

第
七
十
三
条
、
第
七
十
五
条
第
一
項
、
第
七
十
六
条
及
び
第
八
十
一
条
の
二
に

お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
六
十
九
条
第
四

項
及
び
第
七
十
条
第
二
項
中
「
、
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の

市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
、
第
七

十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
、
都
道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長

又
は
特
別
区
の
区
長
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
、
「
、
都
道

府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
都
道
府
県
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

〔
略
〕 

 

第
八
十
七
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。 

一
～
八 

〔
略
〕 

九 

第
六
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
十
六
条
の
八
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
第
六
十

九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
七
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
立
入
検
査
（
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行

う
も
の
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
六
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
収
去
（
第

六
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う
も
の
を
含
む
。
）
を
拒

み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
第
六
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま

で
若
し
く
は
第
七
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
（
第
六
十
九
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
行
う
も
の
を
含
む
。
）
に
対
し
て
、
正

当
な
理
由
な
し
に
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者 
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し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者 

十
～
十
二 

〔
略
〕 

 

十
～
十
二 

〔
略
〕 

 
 

 
 


